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自治医大の放射線・放射能の状況
（栃木県下野市）

• 現在は、通常の数倍程度に放射線量に
上昇を確認。２４時間の継続測定中

• この線量レベル、人の健康影響が起き
る下限線量の１/５００、０００である

60年間、この自然放射線で144mSv。

人の健康影響を起きる線量レベルは

数百ｍＳｖ（ｍＧｙ）である。100ｍGy
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2011年３月１４日現在

福島原発の原子力災害における線量率と
この線量率の場所に１時間滞在した場合の
受ける放射線量の健康影響に対する割合

通常の2倍で
混乱
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1/3000001/3000001/3000001/300000

20202020～～～～400mSv/h400mSv/h400mSv/h400mSv/h
1/51/51/51/5～～～～4444倍倍倍倍

（（（（災害現場災害現場災害現場災害現場））））

2011年３月１５日現在

福島原発の原子力災害における線量率と
この線量率の場所に１時間滞在した場合の
受ける放射線量の健康影響に対する割合
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1/5000001/5000001/5000001/500000

20202020～～～～30303030μμμμSv/hSv/hSv/hSv/h
1/50001/50001/50001/5000

避難区域避難区域避難区域避難区域

2011年３月１６日現在

福島原発の原子力災害における線量率と
この線量率の場所に１時間滞在した場合の
受ける放射線量の健康影響に対する割合
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50505050～～～～100100100100μμμμSv/hSv/hSv/hSv/h
1/10001/10001/10001/1000

避難区域避難区域避難区域避難区域

2011年３月１７日現在

福島原発の原子力災害における線量率と
この線量率の場所に１時間滞在した場合の
受ける放射線量の健康影響に対する割合

20μμμμSv/h
1/5000

福島県

通常通常通常通常のののの
400400400400倍倍倍倍でででで
混乱混乱混乱混乱



最終月経開始最終月経開始最終月経開始最終月経開始
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妊娠妊娠妊娠妊娠妊娠妊娠妊娠妊娠
月数月数月数月数月数月数月数月数
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妊娠中妊娠中妊娠中妊娠中（（（（胎児胎児胎児胎児）、）、）、）、赤赤赤赤ちゃんちゃんちゃんちゃん、、、、子供子供子供子供でもでもでもでも
１００１００１００１００ｍＧｙｍＧｙｍＧｙｍＧｙ以下以下以下以下でででではははは放射線影響放射線影響放射線影響放射線影響はないはないはないはない

成人成人成人成人はははは数百数百数百数百ｍｍｍｍSvSvSvSv・・・・ｍｍｍｍGyGyGyGy



日常生活で受ける放射線
人工放射線自然放射線 放射線の量

（ミリシーベルト）

10

1

0.1

0.01

１人当たりの
自然放射線（年間）

宇宙から0.39

大地から0.48

食物から0.29

吸入より1.26

（主にラドン）

（世界平均）
2.4

ブラジル・ガラバリの
放射線（年間、大地などから）

10

胸のＸ線集団検診（1回）

原子力発電所（軽水炉）周辺の
線量目標値（年間）
（実績は0.001ミリシーベルト

未満）

0.05
東京－ニューヨーク
航空機旅行（往復）

クリアランスレベル導出の
線量目安値（年間）

0.2

胸部ＣＴスキャン（1回）6.9

出典：資源エネルギー庁
｢原子力2005｣他

一般公衆の線量限度（年間）1.0

胃のＸ線集団検診（1回）

0.6



健康影響無し

放射線従事者等

の線量限度

１００以下

例：１とは

０
１/１００

健康影響の無し
の上限・緊急作
業時の線量限度

１００１
健康影響の基準

血液の変化が観
察できる

２００２

宇宙飛行士の線
量限度

３００３

健康影響を懸念４００以上４以上

説明線量・mGyレベル区分

放射線影響を基準にしたレベル区分の提案



自治医大1/5000000.2μSv/h

福島県１/1000010μSv/h

避難地区１/10000.1 mSv/h

福島原発１/100１mSv/h

レベル区分

「０」

健康影響の
評価

線量率

１時間の滞在

健康影響を基準した場合の
線量率の考え方



1/500000４倍0.2μSv/h

１/10000200倍10μSv/h

１/10002,000倍0.1 mSv/h

１/10020,000倍１mSv/h

健康影響の
評価

通常の何倍

混乱・不安

線量率

１時間の滞在

今の放射線量を通常の何倍は混乱
健康影響を基準に評価



1/5000001/250,0000.2μSv/h

１/100001/200010μSv/h

１/10001/2000.1 mSv/h

１/1001/20 

２０も危険

１mSv/h

健康影響の
評価

放射線検査

CT検査5mGy

線量率

１時間の滞在

今の放射線量を放射線検査で比較
する混乱、健康影響を基準に評価



胸のCTスキャン（1回）

2.85km   6.9ミリシーベルト

放射線の線量と影響について（長崎の場合）

胃のX線集団検診（1回） 胸のX線集団検診（1回）

爆心地からの
距離

世界平均世界平均世界平均世界平均のののの自然放射線自然放射線自然放射線自然放射線（（（（年間年間年間年間））））

一般公衆一般公衆一般公衆一般公衆のののの線量限界線量限界線量限界線量限界（（（（年間年間年間年間））））

3.75km   0.6ミリシーベルト

3.25km   2.42.42.42.4ミリシーベルトミリシーベルトミリシーベルトミリシーベルト

3.55km   1.0ミリシーベルトミリシーベルトミリシーベルトミリシーベルト

4.00km   0.05ミリシーベルト

一般公衆の線量限界（年間） : 放射線従事者でない一般人が許容できるとされる被曝量（年間）
（ICRP（国際放射線防護委員会）1990年勧告による）

爆心地

0.5km

2.5km
3.0km

3.5km
4.0km

1.0km

2.0km

東海村事故東海村事故東海村事故東海村事故でででで最最最最もももも被爆被爆被爆被爆したしたしたした作業員作業員作業員作業員（（（（83日後日後日後日後にににに死亡死亡死亡死亡））））

350m   約約約約16グレイグレイグレイグレイ

東海村事故東海村事故東海村事故東海村事故でででで2番目番目番目番目にににに被爆被爆被爆被爆したしたしたした作業員作業員作業員作業員（（（（211日後日後日後日後にににに死亡死亡死亡死亡））））

1km   約約約約6グレイグレイグレイグレイ

1.5km

東海村事故東海村事故東海村事故東海村事故でででで3番目番目番目番目にににに近近近近くでくでくでくで被爆被爆被爆被爆したしたしたした作業員作業員作業員作業員（（（（生存生存生存生存））））

1.5km   約約約約1111グレイグレイグレイグレイ



放射線被ばくと甲状腺がん

なしなしなしなし影響影響影響影響なしなしなしなし40404040歳以上歳以上歳以上歳以上

１００ｍGy１０００ｍGy20～40歳未満

３００ｍGy10～19歳未満

５０ｍGｙ5歳未満

服用基準線 量対 象



安定安定安定安定ヨウヨウヨウヨウ素剤素剤素剤素剤のののの服用服用服用服用レベルレベルレベルレベル

５０ｍGy（0～19歳、妊婦・授乳中）

１００ｍGy（20～40歳）
アメリカ

１００ｍGy（－）フランス

１００ｍGy（妊婦・授乳中・小児

５０ｍGy）
日 本

服用レベル国 名



安定ヨウ素剤予防服用量
（医薬品ヨウ化カリウムの服用）

７６ｍｇ１００ｍｇ（２丸）13～40歳未満※

３８ｍｇ５０ｍｇ（１丸）3歳～13歳未満

２５ｍｇ３２．５ｍｇ
生後1ヶ月～3歳未

満

１２．５ｍｇ１６．３ｍｇ新生児

ヨウ素量ヨウ化カリウム量

※４０歳以上はいらない



安定ヨウ素剤の服用効果

×７％２４時間後

△４０％８時間後

◎８０％２時間後被

ば

く

後

◎◎◎◎９３％２４時間（１日）前

○３２％７２時間（３日）前

×５％９６時間（４日）前被

ば

く

前

効果ブロック率投与の時期



急性放射線症候群急性放射線症候群(ARS)(ARS)

• 前駆期 被ばく直後ー４８時間

• 潜伏期 エンドポイントにより、

２～３日から３～４週

• 発症期 線量に応じて

• 骨髄症候群（１Gy以上）

• 胃腸症候群（６－１５Gy以上）

• 神経血管症候群（２０Gy以上）

• 回復期



急性放射線症候群急性放射線症候群急性放射線症候群急性放射線症候群のののの重症度重症度重症度重症度・・・・急性放射線症候群急性放射線症候群急性放射線症候群急性放射線症候群のののの重症度重症度重症度重症度・・・・
標的臓器標的臓器標的臓器標的臓器・・・・発症時期発症時期発症時期発症時期標的臓器標的臓器標的臓器標的臓器・・・・発症時期発症時期発症時期発症時期

• 1-2 Gy 軽症軽症軽症軽症 骨髄骨髄骨髄骨髄 (4 ~ 5 w)

• 2-4 Gy 中等症中等症中等症中等症 骨髄骨髄骨髄骨髄 (2 ~ 4 w)

• 4-6 Gy 重症重症重症重症 骨髄骨髄骨髄骨髄(1 w- )

• 6-8 Gy 劇症劇症劇症劇症 骨髄骨髄骨髄骨髄、、、、消化管消化管消化管消化管(1 w -)

• > 8    Gy 致死的致死的致死的致死的* 骨髄骨髄骨髄骨髄、、、、消化管消化管消化管消化管(1 w -)

肺肺肺肺(２２２２~3M -)

• >12-15 Gy 2°°°°熱傷熱傷熱傷熱傷 (2~3w -)

• >20-50 Gy 中枢神経中枢神経中枢神経中枢神経

*8-12Gy 最適最適最適最適なななな治療治療治療治療によりによりによりにより救命可能救命可能救命可能救命可能



重症度と前駆症状重症度と前駆症状

1-2 Gy 2-4 Gy 4-6 Gy 6-8 Gy > 8 Gy

嘔吐 <50%

2h -

70-90%

1-2h

100%

- 1h

100%

-30min

100%

-10min

下痢 (-) (-) <10%

3-8h 

mild

>10%

1-3h

heavy

100%

-1h

heavy

意識 正常 正常 正常 軽度
混濁

20-50 Gy

喪失

体温 正常 微熱 発熱 高熱 高熱



全自治医科大学・病院で
本日は鈴木 元先生も駆けつけくれました
これから、緊急被ばく医療関係者に具体的な

医療対応を協力頂きます。



原子力災害時の心のケア

• 安全 ← 危険（福島原）

• 安心 ← 不安（報道）

• 安眠 ← 心のケア

（混乱・不安）



ご静聴頂きありがとうございます。
皆様もこれから頑張って、

多くの方々からありがとうと言われるように

余談です：３月１９日、２０日自治医大テニス大会
主催：自治医科大学教職員テニス同好会 会長 菊地 透

福島原発災害救助支援
チャリテーテニス大会
日時：３月１９日、２０日
時間１０時～１４時
無料です（災害義援寄付は
受付ます）
食べ物・お酒の持ち込み
を歓迎（近くの方は車を
ご遠慮下さい）明日は写真
のお酒を差し入れします。

2011年3月17日16時撮影


